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〔第一章〕
近世後期 に入 ると文化の中心が江戸 に移 り、 周辺の方言を取 り入れ独 自の江戸語 が成立 し、
上方語 と並んで全国に通用する言 語 となってい く。 そ して江戸語 に基づいた各種 の文学 作品が
刊行 され るよ うになる。国語 史の上で近世後期 は このよ うな豊富な資料 を用 い、江戸語 を中心
として研 究 されてきたよ うである。 それは終助詞 に関する研 究において も同様 で、江戸語 の終
助詞 に関す る先行研究 には個 々の終助詞 に関す る研究 は もちろん江戸語 の終助詞 を体 系的に捉
えよ うとした ものまで様 々な研究 がある。
ところが、個 々の終助詞 の研究 であれ、終助詞体 系に関す る研究 であれ、終助詞が地域 ・性
別 ・年齢 な どの位相 と深 く関わ っている以上位相 の観点か らの考察 は欠かせ ないもので ある と
思われ る。 しか し、今 まで の先行研究で は地域 の位相 という観点か らの考察は ほ とん ど行われ
て いな い し、性別 の位相 について も限 られた終助詞 について のみ述べ られ ている。そ こで、本
研究で は近世後期 の江戸 ・上方 ・尾張 にお ける終助詞 を地域や性別 の位相 の観点 を取 り入れ考
察 し、三地域 の終助詞体 系の特徴 を探 り、地域的位相性 を示す ことを目的 とす る。それ によっ
て、江戸語 の終助詞 の特徴が よ り明 らか にな り、今 まで あま り言及 されなか った近世後期上方
語 の終助詞 の用法 と体系 を示す ことがで き、そ して、江戸 と上方 を結ぶ東海道の 中間地点であ
る尾張 の終助詞体系 の特徴 を示す ことがで きると思われ る。
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〔第二章〕
先行研 究では江戸語あ るいはある一地域の終助詞 にしか注 目しなか った ので地域的位相性 を
具体的 に示す ことが出来なか った と思われる。江戸 語あるいはある一地域 の終助詞 の地域的位
相性 を示す ことは他地域 との比較か ら可能な ことなので三 章 と四章で近世後期上方語や尾張方
言 と比較 し、それぞれの地域の終助詞体系が どのよ うな特徴 を示 し、 どのような位相性 を示す
か考察 した。そ の前段階 として本章では江戸 語の終助詞の相互承接 につ いて述べ た。終助詞 の
相互承接 という観点か ら江戸語の終助詞全体 を対 象 としている先行研究で は性別 の位相 につ い
て も考察 されず、江戸語 の中で終助詞承接形が どのよ うな性別 の位相 を示す か分か らな い。終
助詞の性別の位相 も地域 によって異なる位相 を示せばそれ によって地域的位相性 を示す ことに
な ると思われ る。それで本章では江戸 語の終助詞承接 形の性別 の位相 も示 してお いた。
江戸語の終助詞 について相互承接の観点か らま とめる と、男性 の場合、他 の終助詞 の前 に接
続す ることが多い ものには 「わ ・ぜ ・ぞ ・か」 がある。他 の終助詞 の前 にも後 にも接続す るも
のには 「さ ・や ・よ」 がある。他 の終助詞の後 に接続す る ことの多 いも のには 「い ・え ・ね ・
の」が ある。 「な」は感動 の意では他 の終 助詞 の後 に接続 す ることが多 い。禁止、命令 の意で
は他 の終助 詞 の前 に接続 して使用 され る こともある。そ して、 「わ なえ」 のよ うに 「わ」 の後
では終助詞 と終助詞の間 に接続する こともある。
女性の場合、他 の終助詞 の前に接続す る ことが多 いものには 「わ ・ぞ ・か ・(ぜ)」がある。
他の終助詞の前に も後 に も接続す る ものには 「さ ・よ」が ある。他 の終助詞 の後 に接続す るこ
との多 い もの には 「い ・え ・や ・ね ・の」が ある。 「な」 は感動 の意で は他 の終助詞 の後 に接
続する ことが多い。禁 止、命令 の意 では他 の終助詞 の前 に接続 して使用 され る こともある。そ
して、 「わなえ」 のよ うに 「わ」 の後 では終助詞 と終助詞 の間に接続す ることもある。
以上の江 戸語の様相 に基づいて以 下近世後期 上方語や尾張方言 と比較 し、共通点や相違点 を
示す ことでそれぞ れの地域 の終助詞体 系の特徴 を探 り、それ によって地域的位相性 を示す。
〔第 三章〕
江戸 時代 の上方語 の研究 は近世前期 が中心で、近世後期 にな る と江戸語が注 目され ることに
よ り近世後期 上方語 についての研究 は比較的手薄 な点が ある。終助詞研 究 にお いて も近世後期
上方語 については個別 的研究 も少 な く、終助詞 の体 系を示 した研究は見 られな い。
、そ こで本章では近世後期 上方語 にお ける終助詞 の用法 と体系 を明 らか にす る ことを目的 とす
る。考察 に際 しては、終助詞 の相互承接 か ら見た地域的位相や性別 の位相の観点か ら江戸語や
近世前期 上方語 と比較 し考察 を行 った。近世後期 上方語 の終助詞 の体系 の特徴 を示す のに有効
なのは近 世後期上方語 を江戸語 と比較 しそ の相違 を示す ことで あると思われ る。それは、近世
後期 上方語 だけを対象 とす るとそれが近世後期上方語独 自の特徴で あるか どうか判断 しにくい
が、江戸語 との比較 によって異な ると ころが浮 き彫 りにされ、それ らを近世後期上方語の独 自
の特徴 として認 める ことがで きると思 うか らで ある。そ して、近世後期上方語 を明 らか にす る
には近世前期上方語 との比較 も欠かせ ないと思 う。近世前期上方語 との比較 によって近世前期
か ら後期へ の変遷が 明 らか にな り、それ が近世後期上方語 の特徴 にな ると思 うか らで ある。
近世後期 上方語 の終助詞 を相互承接 の観点か らま とめる と、男性 の場合、 いつ も他の終助詞
の前 に接続す るものには 「わ ・か ・ぞ ・ぜ」が ある。他 の終助詞 の前 もしくは後 にも接続す る
ものには 「い ・よ」 がある。他 の終助詞の後 に接続 する ことが多い ものには 「や ・え ・な ・の」
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が ある。 「い ・や」 は終助詞 と終助詞 の間にも接続す る。 「さ」 は単独 の使用 しか見 られ ない。
江戸 語 との比較 において相違 している のは 「さ」の承接 形が見 られ ない こと、 「ね」 の使用 が
み られな い こと、 「や」が他 の終 助詞 の前 に接続 する承接 形が見 られ ない こと、 中で も最 も特
徴的 なのは 「い」 の相互承接で 「い」が他 の終助詞 の前 にも接続す る ことや終助詞 と終助詞 の
問 に接続す る ことが相違す る。 このように近世後期上方語 では 「い」が終助詞 の間 に接続す る
ことで 「わいな」 「わ いの」 「ぞ いな」 「ぞ いの」 「か いな」 「かい の」な どのよ うに三つ以上 の
終助詞承接が多様 に行われ る。
女性 の場合、 いつも他 の終助詞 の前 に接続す るものには 「わ ・か ・ぞ」があ る。他 の終助詞
の前 も しくは後 に接続す るものには 「い ・や」が ある。他 の終助詞 の後 に接続す ることの多 い
もの には 「え ・な ・の」が ある。 「い」は終助詞 と終助詞 の問にも接続 し使用 され る。 「ぜ」は
単独 の使用 のみで ある。 「さ」 「よ」は単独の使用が見 られ るが1例 のみで ある。江戸語 と比較
す ると、 「さ」 「よ」の使用 が非常に少ない こと、江戸語で は女性 の 「ぜ」 の使用が見 られな い
が近世後 期上方語で は単独では あるが 「ぜ」 の使 用が見 られ る こと、 「ね」の使用 がない こと
が相違す る。江戸語 との比較 にお いて最 も特徴的なのは男性 の場合 と同じ く 「い」が他 の終助
詞の前 に接続す ることや終助詞 と終助詞の間 に接続す ることで ある。
近世後期上方語では 「い」の承接 によ って三つ以上の終助詞承接が多様 に行われ るのに比べ、
江戸語では三つ以上 の終助詞承接が 「わ」 を最上位 とする ものに限 られてお り、近世後期上方
語 と江戸語で相違 して いる。
近世前期上方語 との比較では、近世前期 上方語にはなかった 「ぜ」 「わえ」 「わな」が近世後
期上方語 には含 まれ ること、そ して、近世前期か ら使用 された 「いな」類 「いの」 類では、近
世前期 上方語 では よ く使用 された 「いの」類が近 世後期 になる と衰退 し、 「いの」類 よ り使用
の少なか った 「いな」類の使用が多 くなる変化があった ことが分か った。
終助詞承接形 の性別 の位相 においては、 「わ い」 は江戸 語では男性 のみ使用す るのに対 して
近世後期 上方語 では男性 の使用 が多 いものの女性 の使用 も見 られ る。 「ぜ」 も江戸語 では男性
の使用 のみ見 られ るが 近世後期 上方語 では男性 の使用 が多 いもの の女性 の使用 も見 られ る。
「そえ」 は江戸 語では男性の使用のみ見 られ るが近世後 期上方語では男性の使用 も見え るが女
性 の使用が優 勢であ る。 「わ え」は江戸語 では女性 よ り男性の使用 が多いが近世後期 上方語 で
は男性 よ り女性 の使用が優勢 である。 「そよ」は江戸語 では女性 の使用 が男性よ り多 いが近世
後 期上方語で は男性 のみ使用す る。 「さ」 は江 戸語で は男女 によ ってよ く使 用 され るが近 世後
期上方語 では男性 の使用が優勢 であ る。 「よ」の承接形 は江 戸語で は男 女の使用例が見 られる
が近世後期上方語では男性の使用 しか見 られない。
近世前期上方語 と比較 して みる と、 「わい」 は近世前期 上方語で男性語 であ るが近世後期 上
方語では男性 の使用が多い ものの女性 の使 用例 も見 られる。近世前期上方語で武士階級の男性
語 であった 「かな」は近世後 期上方語 で も男性語の性格 を引き継いでい るが使用階層は武士階
級 以外 の階層 にまで使用範 囲が広 が る。 「さ」 も近世 前期 上方語で は武士 階級で使用 され たが
近世後 期になる と男性語 としての位相 を引き継ぎなが ら息子株や茶具屋な どの町人層 にまで使
用 範 囲を広 めてい る。 「よな」の場合 も近 世前期上方語 では武士階級 の男女や上流 町人が使 用
したが近世後 期上方語では太鼓持ちや番頭 な ど中層や下層の人 にまで使用範囲 を広 めて いる。
女性語である 「いな」 類や 「え」 は近世後 期上方語 で も女性の使用が多 いものの男性の使用 も
見 られ るよ うに近世後期上方語は近世前期 上方語の位 相の性格 を引 き継 ぎなが らも前期 に比べ
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使用 の範 囲を広 める。
近世後期 上方語 の終助詞 の体 系にお ける以上 のよ うな特徴は江戸語や近世前期上方語 との比
較 によって明確 になったので はな いか と思われ る。近世後期上方語 と江戸語 の終助詞承接は共
通す るところもあ り相違す ると ころもある。終助詞が体系性 を帯び、その体系性 によって いく
つか の終助詞が類 を成 し、そ の類が終助詞体系 を成す ことは共通 しているが、具体的な相互承
接形は相違す るものが あ り、地域的位相性 を示すのである。
〔第 四章〕
近世後期尾張方言の終助詞の用法 と体系 を明 らか にするため には尾張 が上方 と江戸 を結ぶ中
間地点で あることか ら上方語 と江 戸語 との関連 も視野 に入れる必要がある と思われる。 その こ
とによ り近世後期 にお ける上方 ・尾張 ・江戸 とい う東海道 を中心 とした地 域の終助詞の用 法 と
体 系が明 らか になる もの と考 え られる。
本章では尾張方言 の終助詞 を近 世後 期上方語 や江戸語 と比較 し、共通点や相違点 を示す こと
で尾張 方言にお ける終助詞 の用法や体 系の特徴 を示す。本章 でも終助詞 の相互承接か ら見 た地
域 的位相や 男女 の性別 の位相 の観点 か ら考察 を行 った。
尾張 方言 の終助詞 を相互承接 の観点 か らま とめる と、男性 の場合、他 の終助詞 の前 に接続す
る もの には、 「わ ・か ・ぞ」 が あ る。そ して、他 の終 助詞 の前 に も後 にも接続 す る ものに は
「い ・や」 がある。他 の終助詞 の後 に接続す る ことが多 いものには 「さ ・よ ・え ・な ・の」が
ある。 近世後期上方語 と比較す ると、近世後期上方語 と共通す るものの中で もっとも特徴的な
のは 「い」 であ る。 尾張方言 と近世後期 上方語で 「い」 は、単独 で も、 「いな」の よう に他 の
終助詞 の前、 「か いな」 のよ うに終助詞 の問で も接続 し使用 され る。 しか し、近世後 期上方語
では 「さ」が相互承接せず 単独 で使用 される こと、尾張方言特有 の承接形以外尾張方言で は 「ぜ」
の承接形が見 られな い こと、承接形 は少な いけれ ど近世後期上方語では 「よ」は他の終助詞 の
前 にも後 にも承接す る ことが尾張方言 と異な る。江戸語 との比較 にお いては、上方語 に比べ江
戸語の方では早 い時期か ら多 くの例が見 える 「わな」や、近世後期上方語では承接形が見 られ
な い 「わ さ」な どが尾張方言で も多 く見 られ ること、尾張方言で も江戸 語のよ うに 「か い」 の
使用が 少な いことな どが共 通す る。単独 の 「さ」 「よ」 の使 用が多 いこ とも尾 張方言 と江戸 語
で共通 す るが、相互 承接 にお いて江 戸語 では他 の終助詞 の前 にも後 にも接 続す る ことが 異な
る。そ して、江戸 語で 「い」 は他 の終助詞の後 に接続する ことが多い。
女性の場合は、 他の終助詞 の前 に接続する もの には 「わ ・か ・ぞ」 があ り、他 の終 助詞の前
にも後 にも接続 する もの には 「い ・や」、他 の終助詞 の後 に接続す る ことが多 いものには 「よ ・
え ・な ・の」 がある。 これ を近世後期 上方 語 と比較する と、女性の場 合 も 「い」 の承 接が共通
す るのが もっ とも特徴 的である。 しか し、尾張方言 では女性の 「ぜ」の使 用が見 られない こと、
単独で はあるが女性 の 「さ」 の使用 が多 く見 られる こと、 「よ」単独 は もち ろん 「よ」 の承 接
形が見 られ る ことが異なる。江戸語 との比較 においては、 女性 の 「ぜ」 の使用 が見 られない こ
と、 単独の 「さ」 「よ」の使用 がよ く見 られ る ことが共通 してい るが、男性 の場合 と同 じく、
江戸 語で は 「さ」 「よ」 が他 の終助詞 の後 は もちろん前 にも接続す る こと、江戸語 で 「い」 の
使用 が非常 に少 ない ことが異 なる。 そ して、 「ね」 は男女 ともに尾張方言 の終助詞 の体系 には
含 まれない。 また、尾張方言 には 「ぞ な」、 「(い)し」類 と 「(い)ら」類 の承接 形、そ して、
尾張方言 で もっ とも特徴 的な 「もし」や 「もし」 の転託形 の承接形 など尾張方言特有 の承接形
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もあ る。
性別 の位相 にお いて尾張方言 は≦江 戸語 とか な り共通 してい る。 「わ え」や 「そ え」 は、近
世後 期上方語 では女性 の使用が優勢で あるが尾張方言 と江戸語で は男性 の使用が優勢で ある。
「え」 が他 の終助詞 の後 に接続 した場合、近世後期上方語で は男女 の使用が見 られ るものの共
通 して女性 の使用 が優勢で女性語 として の位相 を見せ るが、尾張方言 と江戸語では 「わ え」「そ
え」 のように男性 の使用が優勢 な場合 もあって、 「え」 の承接形 の位相が一定 しな い。 「そよ」
の場合、近世後期上方語 では男性語で あるが、尾張方言 と江戸語で は女性 の使用 も多 く見 られ、
尾張方言 と江戸語が共通す る。近世後期上方語 に比べ尾張方言 と江戸語 にお いて活発 に使用 さ
れ共 通性が見 られ た 「よ」 「さ」 は性別 の位 相 にお いて も共通 して男女の使用が見 られ る。 そ
れ に対 して近世後期 上方語では 「よ」 の使用 がかな り少 な く、 「さ」 は男性語で あった。 とこ
ろが、共通 の承接形が あって も異な る位相 を示す場合 もある。 「わな」 の場合、江戸語 では男
性 の使用 も多 く見 られ るの に対 し、尾張方言では女性の使用が優 勢であ る。近世後期上方語 と
共通 の 「いな」類 「いの」類の場合 も、尾張方言 では近世後期上方語のよ うに 「いな」 類 「い
の」類 の位相 が一定 しな い。 「か な」 の場合 は遊里 の女性 の使用が多 く、近 世後期上方語 とも
江戸語 とも異な る。 このよ うに近世後 期上方語や江 戸語 と共通す る承接形を有 しなが ら、そ の
性別の位 相 にお いて相違が見 られるのは尾張方言 で独 自の終助詞体 系 を成 していたか らで、 地
域的位相 を示 して いるのである。
今 まで尾 張方言 については上方語 の影 響がよ く言 われたが、以 上のよ うに尾 張方言 は江戸語
ともかな り共通 してお り、尾張方言 の終助詞 には近 世後期 上方語 と共通 の終助詞、江戸語 と共
通の終助詞 、そ して、 尾張方言特有 の終助詞 を も合 わせ て尾張方 言の終助詞体 系を成 して いる
のである。 しか し、終助 詞の相互承接 のあ り方や性別 の位相 にお いては近世後期 上方語や江戸
語 と異なる ところ もあ り、地域 的位相性 を示す ので ある。
以 上の考察 によ り上方 ・尾張 ・江戸 の三地域 には終助詞 の用法 と体 系にお いて共通性や相違
性 を有 し、地域 的位相 を示す ことが分 かった。
〔第五章〕
本研究で は近世後期 の江戸 ・上方 ・尾張 にお ける終助詞 を相互承接 の観点か ら地域的位相や
性別 の位相 の観点 を取 り入れ考察 し、比較す る ことによってそれぞれ の地域 の終助詞体系 の特
徴 を捉 え、地域 的位相性 を示す ことがで きた。
本研究で は終助詞 を地域的位相や性別的位相 の観点か ら考察 を行 った。 このような観点以外
にも終助詞が待遇的機能 も有 して いることか ら待遇 の観点か らの比較 も可能な のではな いか と
思われ る。 もちろん洒落本 に登場す る人物 の中には職業 ・年齢な どが記 されて いな い人 も多 い
が、 人称代 名詞や述部形式 と関連づけて考 えることがで きると思われ る。 これ は今後 の課題 と
した い。一地域 の特徴 を明 らか にす るた めには他の地域 との比較 は必要 とな るし、 このよ うな
考察 の積み重ね によってそれぞれの地域 の終助詞の特徴が明 らか にな ると思われ る。
〔初 出誌等〕
第一章 書 き下 ろ し
第二章 書 き下 ろ し
第三章 「近世後期上方洒落本 と江戸洒落本 との比較か ら見た終助詞 の用法一 一 「わ」と 「わ」
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を含む終助詞 を中心 として一… 」 『言語科学論集』 三(一 九九九)や 「近世後期 上方語
終助詞 の用 法 と体 系.相 互 承接 の観点 か ら 」 『国語学研究』 四〇(二 〇〇一)を
改題 し、本研 究の視 点に合わせて加筆
第四章 「洒落本 か ら見 た尾張方言 における終助詞 の用法 と体系～ 後期上方語や江戸語 との
比較か ら・ 一」 『文 芸研究』 一五三(二 〇〇二)
第五 章 書 き下ろ し
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究 は、序論 とま とめを含 め全五 章よ り成 る。
第一 章の序論で は、研究 目的及び先行研究 の歴史、資料 につ いて述べ、本研 究の意義 を説 く。
本論文 では、近世後期 の江戸、上方、尾張 の東海道 を中心 とした三地域の終助詞の体 系 と用法
を、地域や性別 という位相 の観点か ら考察す る。 これ まで近世後期 については、江戸 語のみが
中心的 に とらえ られて きた。 これ を上方語や尾張方言 と比較す ることによ り、江戸語 や上方語、
尾張方言 の終助詞 の体系や用法が特徴的 にと らえ られ ると言 うのである。
第二章で は、近世後期江戸語の終助詞 の用法 と体系 を、相互承接 と位 相 とい う観点 か ら論ず
る。本章で は、江戸語 の終助詞 の相互承接 につ いて述べ、江戸洒落本の調査で得 られた終助詞
承接形 を、人情本、滑稽本な ど洒落本以外の資料 をも調査 対象 としている先行研究 と照 らし合
わせなが ら考察す る。江戸洒落本で見 られ る終助詞承接形が一般社会の終助詞体 系 とかな り共
通 して いる ことが分か り、洒落本 の資料 としての有用性が確かめ られた。
しか しなが ら一方では、先行研究 とは異な ると ころ も見 られ る。 「わ いな」 「ぞ いな」 「か い
な」な ど、 「いな」類 を江 戸語 の終助 詞体系 と認 める先行研 究 もあるが、江 戸洒落本 では、通
常 の終 助詞承接形 は見 られ ない とす る。 また、 「いの」や 「わ いの」 な ど 「いの」 類 にっいて
も同様で あるとす る。
これ まで の先行研究では、終助詞 の相互承接 を、性別 とい う位相の面 か ら考察 した ものは見
られ るが、本論文では、 この点 につ いて も言 及 している。江戸語 の終助詞承接 形は、例 えば、
「わ え」 「そ え」は男性 の使用 が多 く、 「え」 「か え」 「な え」 「にえ」 は女性 としての使用が 多
いとす る。
第三章では、近世後期上方語 の終助詞の用法 と体 系を江 戸語 との比較 か らそ の特徴 を探 ろ う
とす る。取 り上げた終助詞は、 「わ」 「ぜ」 「ぞ」 「か」 「さ」 「い」 「え」 「や」 「よ」 「な」 「ね」
「の」 を含む承接 形である。 近世上方語 と江戸 語では使用 された終助詞承接 形に相違 が見 られ
る。後期上方語の終助詞 を相互承接の観点か らみる と、江戸語 との比較 では、男性 の場合、「さ」
の承接形が見 られな いこと、 「ね」 の使用が見 られ ない こと、 「や」が他 め終助詞 の前に接続す
る承接形 が見 られな い こと、 また、特徴的 なのは 「い」 の相互承接 形で、 「い」 が他 の終助詞
の前 にも承接する ことや終助詞 と終助詞の間に接続 する ことが相違す る。 このよ うに、後期 上
方語で は、 「い」が終助詞 の間 に接続す る ことで 「わ いな」 「わ いの」 「ぞ いな」 「ぞ いの」 「か
いな」 「かいの」 な どのよ うに三 つ以上の終助 詞承接が多様 に行 われる とす る。
女性の場合では、 「さ」 「よ」 の使用が少 ない こと、単独で はあるが 「ぜ」の使用 が見 られる
こと、 「ね」の使用が ない ことな どが相 違す る。江 戸語 との比較 に於 いて特徴 的なの は男性 の
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場合 と同 じく 「い」 の使 用の様相で、 「い」 の承 接 によつて三 つ以上 の終助詞承 接が多様 に行
われる。江戸語 では、三 つ以 上の終助詞承接 は 「わ」 を最上位 とす る ものに限 られ ているので
ある。
本論文 では、後 期上方語 を前期 上方語 と比較 し、終助 詞の用法 の特徴 をあき らかにする。 前
期 上方語 にはなかった 「ぜ」 「わ え」 「わな」 が用 い られ ている こと、 前期 上方語 ではよ く使用
された 「いの」 類が後期 にな ると衰退す る こと、 「いの」類 よ り使用 の少なか った 「いな」類
の使 用が多 くなる とす る。 また、位相 の面では、例 えば、 「よな」の場合、前期 上方 語では武
士 階級 の男女や 上流 町人が使用 したが、後期上方語で は太鼓持 ちや番頭 な ど中層や下層 の人 に
まで使用範 囲を広 めて いる。 ・
終助詞承接形 の性別 の位相 につ いて述べて いる 「わ い」 は、江戸語で は男性 のみ使用す るの
に対 して後 期上方語で は女性の使用 も見 られ ること、 「そ え」は江戸 語では男性 の使 用のみで
あ るが後期 上方語で は、女性 の使用が優勢 である こと、 「わ え」 は江戸 語では男性 の使 用が多
いが、後期上方 語では女性 の使 用が優勢で ある こと、 「そ よ」 は、後期 上方語で は男性 のみ使
用する こと、 「さ」 も同様男性 の使用が優勢 である こと、 「よ」 の承接形は、後期 上方語では男
性の使用 しか見 られな いことな どを明 らか にしてい る。
第四章では、上方 と江戸 を結ぶ中間地 点 としての尾張方言の終助詞 を、後期 上方語や江戸 語
と比較 している。 共通点や 相違点を示す ことで尾張方 言 における終助詞の用法や体系の特徴 が
明 らかになる とす る。 ここで も終助詞 の相互承接 か ら見 た地域 的位 相や男女の性 別の位相 の観
点 か ら考察す る。
後期 上方語 と共通す る ものの中で特徴 的なのは 「い」で ある。江戸語 との比較では、 「わな」
や 「わ さ」 が多 く見 られ る こと、単独 の 「さ」 「よ」 の使 用が多 い ことな ど尾張 方言 と共通す
る。
性別 の位 相 において も尾張方 言は、江 戸語 とかな り共通性 があ る。 「わ え」や 「そ え」 は、
後期 上方語 では女性 の使用 が優勢で あ るが尾 張方言 と江戸 語で は男性 の使 用が優 勢で ある。
「そ よ」 も後期上方語で は男性語で あるが、尾張方言 と江戸語で は女性 の使用 も多 く見 られ、
尾張方言 と江戸語が共通す る。
これ まで尾張方言 につ いては、上方語 の影響が指摘 され たが、江戸語 ともかな り共通 して い
ることを述べて いるのは注 目され る。尾張方言の終助詞 には、近世後期上方語 と共通 の終助詞、
江戸 語 と共通 の終助詞、 さらに尾張方言特有 の終助詞が あ り、 これ らが尾張方言 の終助詞体系
を形成 してい るとす る。
第五章では、 まとめ と今後 の課題 を示す。
以上、本論文は、近世後期の終助詞 につ いて洒落本 を対象 に国語史的 に詳細 に考察 した もの
である。従 来、江戸 語のみで研 究 されて きた近世後 期語 を後期上方語、尾張方言 と比較す るこ
とによ り、 各々の地域 の特徴がよ り明 らか になった。 と りわけ、後期上方語 と尾張方言 を加え
る こ とによ り東 海道 を中心 に した近世後 期 の終助 詞 の体 系 と用 法が詳細 かつ 明確 に記述 され
た。 本論文 では各地域の相違点が強調 されて いるが、共通点 も近世後期語全体 を顧み ると、意
味す る ところ大きい ものがある。 これ らの研 究成果 は、 これ までの研 究 をさらに前進 させた も
ので国語史研究 の新生面 を開 くものである。
よって、 本論文の提出者は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものであ
る。
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